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1. 適用される原子炉の状態の考え方について

第６５条（重大事故等対処設備）における各ＳＡ設備のＬＣＯを適用する原子炉の状態

（以下，ＬＣＯ適用期間という。）について，保安規定変更に係る基本方針（改定４）では基

本的な考え方を整理し，各設備の設定例を提示している。

この考え方を踏まえ，当社プラント設備構成および運用実態を踏まえ改めて詳細に条文検

討を実施し以下の考え方で整理した。（表１） 

〇所内常設蓄電式直流電源設備（２３０Ｖ系充電器（ＲＣＩＣ）および２３０Ｖ系蓄電池（Ｒ

ＣＩＣ））および可搬型直流電源設備（２３０Ｖ系充電器（常用））については，基本方針

策定時には，ＬＣＯ適用期間は運転，起動，高温停止，冷温停止および燃料交換と設定し

ていたが，当該設備の機能が要求される重大事故等から必要なＬＣＯ適用期間を詳細検討

した結果，原子炉隔離時冷却系の直流電源設備として当該充電器および蓄電池を設置して

おり，原子炉隔離時冷却系はプラント運転中に機能が要求される設備であることから，高

温停止までをＬＣＯ適用期間とする。 

○これらの設備に対し，要求される措置および保全の観点からもＬＣＯ適用期間を基本方針

設定例から変更しても問題ないことを確認した。

4.3 添付－６ 重大事故等対処設備の LCOを適用する原子炉の状態について 

技術的能力審査基準 1.0 ～1.19 （設置許可基準規則第 43 条～第 62 条）におい

て， 当該機能を有する重大事故等対処設備の LCO を適用する原子炉の状態について

は，以下の基本的な考え方に基づき，下表を参考に設定する。  

【適用する原子炉の状態の基本的な考え方】 

a. 重大事故等対処設備に対する LCO を適用する原子炉の状態については，その機能

を代替する設計基準事故対処設備（例：格納容器スプレイ冷却系）が適用される原子

炉の状態を基本として設定する。 

ただし，重大事故等対処設備の機能として，上記における設計基準事故対処設備の原

子炉の状態の適用範囲外においても要求される場合があることから，当該の重大事故

等対処設備の機能を勘案した原子炉の状態の設定が必要となる。 

b. 機能を代替する対象の設計基準事故対処設備が明確ではない重大事故等対処設備

（例：放水砲）については，当該設備の機能が要求される重大事故等から判断して，

個別に適用する原子炉の状態を設定する。

技術的能力審査基準
（設置許可基準規則）

適用される原子炉の状態（例） 重大事故等対処設備（代表例）

1.1

(第44条）
緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界に
するための設備

運転及び起動
・ATWS緩和設備（代替制御棒挿入機能）
・ほう酸水注入系ポンプ

1.2

(第45条)
原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電
用原子炉を冷却するための設備

運転，起動及び高温停止（原子炉圧力が
1.03MPa[gage]以上）

・高圧代替注水系ポンプ
・原子炉隔離時冷却系ポンプ

以下略

（例）と異なる状態を設定した設備について整理
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〇結果的にＬＣＯ適用期間が適正化され，点検等の保全活動の実施可能な期間を確保するこ

とによって，設備の信頼性を維持することができ，原子力安全の向上に繋がると考える。 

なお，当該ＬＣＯ適用期間は，設置許可におけるＳＡ設備に対する要求に整合しており，

また，ＬＣＯ適用期間の設定に係る基本的な考え方は基本方針との差異はない。
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2. 各ＳＡ設備のＬＣＯ適用期間について

「1. 適用される原子炉の状態の考え方について」において，基本方針の設定例から

ＬＣＯ適用期間を適正化したＳＡ設備を整理した（表１）。 

以下，ＬＣＯ適用期間を当該設備の機能要求から再検討した設備について詳細に説明

する。 

2.1 ＬＣＯ適用期間を当該設備の機能要求から再検討した設備 

2.1.1 所内常設蓄電式直流電源設備（２３０Ｖ系充電器（ＲＣＩＣ）および２３０Ｖ系蓄

電池（ＲＣＩＣ））および可搬型直流電源設備（２３０Ｖ系充電器（常用））のＬＣＯ適

用期間について 

（１）所内常設蓄電式直流電源設備および可搬型直流電源設備の位置づけ 

所内常設蓄電式直流電源設備は，全交流動力電源喪失時に直流設備に電源供給する「Ｂ

－１１５Ｖ系蓄電池」，「Ｂ１－１１５Ｖ系蓄電池（ＳＡ）」，「２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩ

Ｃ）」および「ＳＡ用１１５Ｖ系蓄電池」ならびに交流電源復旧後に直流設備に電源供給

する「Ｂ－１１５Ｖ系充電器」，「Ｂ１－１１５Ｖ系充電器（ＳＡ）」，「２３０Ｖ系充電器

（ＲＣＩＣ）」および「ＳＡ用１１５Ｖ系充電器」で構成する。 

所内常設蓄電式直流電源設備は，全交流動力電源喪失直後にＢ－１１５Ｖ系蓄電池，Ｂ

１－１１５Ｖ系蓄電池（ＳＡ）および２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）から設計基準事故対

処設備（重大事故等対処設備を含む。）に電源供給し，ＳＡ用１１５Ｖ系蓄電池から重大

事故等対処設備に電源供給を行う。 

全交流動力電源喪失から８時間経過した時点で，Ｂ－１１５Ｖ系蓄電池の一部負荷の電

源をＢ１－１１５Ｖ系蓄電池（ＳＡ）またはＳＡ用１１５Ｖ系蓄電池に切り替えるととも

に，不要な負荷の切離しを行う。その後，運転継続することにより全交流動力電源喪失か

ら２４時間必要な負荷に電源供給することが可能である。 

また，交流電源である常設代替交流電源設備または可搬型代替交流電源設備の復旧後に，

交流電源をＢ－１１５Ｖ系充電器，Ｂ１－１１５Ｖ系充電器（ＳＡ），２３０Ｖ系充電器

（ＲＣＩＣ）およびＳＡ用１１５Ｖ系充電器を経由し直流母線に接続することで，電力を

供給できる設計とする。 

２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）および２３０Ｖ系充電器（ＲＣＩＣ）の負荷は，原子炉

隔離時冷却系機器であることが示されている。（添付－３参照） 

可搬型直流電源設備は，交流電源を直流電源に変換する「Ｂ１－１１５Ｖ系充電器（Ｓ

Ａ）」，「ＳＡ用１１５Ｖ系充電器」および「２３０Ｖ系充電器（常用）」ならびに可搬型代

替交流電源設備である「高圧発電機車」等で構成する。 

可搬型直流電源設備は，高圧発電機車を代替所内電気設備，Ｂ１－１１５Ｖ系充電器（Ｓ

Ａ），ＳＡ用１１５Ｖ系充電器および２３０Ｖ系充電器（常用）を経由し，直流母線へ接

続することで，２４時間以上必要な負荷に電力を供給できる設計とする。 

可搬型直流電源設備（２３０Ｖ系充電器（常用））の負荷は，原子炉隔離時冷却系機器

であることが示されている。（添付－３参照） 
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（２）「適用される原子炉の状態」に係る基本方針への適合性 

ａ．所内常設蓄電式直流電源設備（Ｂ－１１５Ｖ系蓄電池，Ｂ１－１１５Ｖ系蓄電池（Ｓ

Ａ），ＳＡ用１１５Ｖ系蓄電池，Ｂ－１１５Ｖ系充電器，Ｂ１－１１５Ｖ系充電器

（ＳＡ）およびＳＡ用１１５Ｖ系充電器）および可搬型直流電源設備（Ｂ１－１１

５Ｖ系充電器（ＳＡ）およびＳＡ用１１５Ｖ系充電器） 

当該設備は機能を代替するＤＢＡ設備が明確なことから基本方針（4.3 添付 6-a）に

基づき検討する。 

＜基本方針 4.3 添付-6 ａ．抜粋＞ 

【適用する原子炉の状態の基本的な考え方】 

ａ．重大事故等対処設備に対する LCOを適用する原子炉の状態については，その機能

を代替する設計基準事故対処設備（例：格納容器スプレイ冷却系）が適用される原

子炉の状態を基本として設定する。 

ただし，重大事故等対処設備の機能として，上記における設計基準事故対処設備

の原子炉の状態の適用範囲外においても要求される場合があることから，当該の重

大事故等対処設備の機能を勘案した原子炉の状態の設定が必要となる。 

所内常設蓄電式直流電源設備（Ｂ－１１５Ｖ系蓄電池，Ｂ１－１１５Ｖ系蓄電池（Ｓ

Ａ），ＳＡ用１１５Ｖ系蓄電池，Ｂ－１１５Ｖ系充電器，Ｂ１－１１５Ｖ系充電器（Ｓ

Ａ），ＳＡ用１１５Ｖ系充電器）および可搬型直流電源設備（Ｂ１－１１５Ｖ系充電器

（ＳＡ），ＳＡ用１１５Ｖ系充電器）の機能を代替するＤＢＡ設備は非常用交流電源設

備（全交流動力電源喪失）および非常用直流電源設備（常設直流電源系統喪失）であり，

保安規定第５８条（非常用ディーゼル発電機その１）および第６１条（直流電源その１）

の適用される原子炉の状態「運転，起動および高温停止」ならびに保安規定第５９条（非

常用ディーゼル発電機その２）および第６２条（直流電源その２）の適用される原子炉

の状態「冷温停止および燃料交換」と同期間をＬＣＯ適用期間として設定した。（表２

参照） 

「運転，起動，高温停止，冷温停止および燃料交換」 

ｂ．所内常設蓄電式直流電源設備（２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）および２３０Ｖ系充

電器（ＲＣＩＣ））および可搬型直流電源設備（２３０Ｖ系充電器（常用）） 

当該設備は機能を代替するＤＢＡ設備が明確なことから基本方針（4.3 添付-6 a.）

に基づき検討する。 

＜基本方針 4.3 添付-6 ａ．抜粋＞ 

【適用する原子炉の状態の基本的な考え方】 
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ａ．重大事故等対処設備に対する LCOを適用する原子炉の状態については，その機能

を代替する設計基準事故対処設備（例：格納容器スプレイ冷却系）が適用される原

子炉の状態を基本として設定する。 

ただし，重大事故等対処設備の機能として，上記における設計基準事故対処設備

の原子炉の状態の適用範囲外においても要求される場合があることから，当該の重

大事故等対処設備の機能を勘案した原子炉の状態の設定が必要となる。 

所内常設蓄電式直流電源設備（２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）および２３０Ｖ系充電

器（ＲＣＩＣ））および可搬型直流電源設備（２３０Ｖ系充電器（常用））の機能を代替

するＤＢＡ設備は非常用交流電源設備および非常用直流電源設備であり，原子炉運転中

に機能が要求される原子炉隔離時冷却系機器への給電設備であることから，保安規定第

４１条（原子炉隔離時冷却系），保安規定第５８条（非常用ディーゼル発電機その１）

および第６１条（直流電源その１）の適用される原子炉の状態「運転，起動および高温

停止」をＬＣＯ適用期間として設定した。（表２参照） 

「運転，起動および高温停止」 
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条

６
５
－
１
２
－
４

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

（Ｂ
１
－
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
（Ｓ
Ａ
））

（Ｓ
Ａ
用
１
１
５
Ｖ
系
充
電
器
）

・非
常
用
交
流
電
源
設
備

保
安
規
定
第
５
８
条
、
第
５
９
条

・非
常
用
直
流
電
源
設
備

保
安
規
定
第
６
１
条
、
第
６
２
条

６
５
－
１
２
－
４

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

（２
３
０
Ｖ
系
充
電
器
（常
用
））

・非
常
用
交
流
電
源
設
備

保
安
規
定
第
５
８
条

・非
常
用
直
流
電
源
設
備

保
安
規
定
第
６
１
条

第
４
１
条

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

第
５
８
条

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
そ
の
１

第
５
９
条

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
そ
の
２

第
６
１
条

直
流
電
源
そ
の
１

第
６
２
条

直
流
電
源
そ
の
２

適
用
期
間

適
用
期
間

適
用
期
間

適
用
期
間

適
用
期
間

適
用
期
間

適
用
期
間

適
用
期
間

適
用
期
間
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添付－１ 保安規定変更に係る基本方針（改訂４） 抜粋 
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添付－１ 保安規定変更に係る基本方針（改訂４） 抜粋 
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添付－１ 保安規定変更に係る基本方針（改訂４） 抜粋 

■
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
Ｌ
Ｃ
Ｏ
が
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
つ
い
て
（
例
）

11



添付－２ 設置許可変更申請書 添付十 抜粋 

 

 

第 1.14－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（１／５） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用ディーゼル発電機 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

非常用ディーゼル発電機燃料デイタンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料デイタ

ンク 

非常用ディーゼル発電機～非常用高圧母線Ｃ系及

びＤ系電路 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～非常用高

圧母線ＨＰＣＳ系電路 

原子炉補機冷却系（原子炉補機海水系を含む。）※１ 

高圧炉心スプレイ補機冷却系（高圧炉心スプレイ補

機海水系を含む。）※１ 

非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送ポ

ンプ 

非常用ディーゼル発電機燃料移送系 配管・弁 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送系

配管・弁 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

高圧炉心スプレイ系蓄電池※２ 

高圧炉心スプレイ系充電器 

高圧炉心スプレイ系蓄電池及び充電器～直流母線

電路 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡

張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

Ａ－115V 系蓄電池※２ 

Ｂ－115V 系蓄電池※２ 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）※２ 

２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）※２ 

Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池※２ 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池※２ 

Ａ－115V 系充電器 

Ｂ－115V 系充電器 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ） 

２３０Ｖ系充電器（ＲＣＩＣ） 

Ａ－原子炉中性子計装用充電器 

Ｂ－原子炉中性子計装用充電器 

Ａ－115V 系蓄電池及び充電器～直流母線電路 

Ｂ－115V 系蓄電池及び充電器～直流母線電路 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び充電器～直流母

線電路 

２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）及び充電器～直流母

線電路 

Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池及び充電器～直流

母線電路 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池及び充電器～直流

母線電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池， 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 
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添付－２ 設置許可変更申請書 添付十 抜粋 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（２／５） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

ガスタービン発電機 

ガスタービン発電機用サービスタンク 

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 

ガスタービン発電機用燃料移送系 配管・弁 

ガスタービン発電機～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ

系電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ１

コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ２

コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収

納箱（原子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～原子炉補機代替冷却系電路 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収

納箱（原子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～原子炉補機代替冷却系電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによるＣ，Ｄ－Ｍ／Ｃ

受電」 

原子力災害対策手順書 

「ガスタービン発電機の現場

起動による電源確保」 

号
炉
間
電
力
融
通 

電
気
設
備
に
よ
る
給
電 

号炉間電力融通ケーブル（常設） 

号炉間電力融通ケーブル（常設）～常用高圧母線Ａ

系～非常用高圧母線Ｃ系電路 

号炉間電力融通ケーブル（常設）～常用高圧母線Ｂ

系～非常用高圧母線Ｄ系電路 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型） 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）～非常用高圧母

線Ｃ系及びＤ系電路 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「号炉間融通によるＣ，Ｄ－Ｍ

／Ｃ受電」 

原子力災害対策手順書 

「号炉間電力融通ケーブルを

使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ

／Ｃ Ｄ系電源確保」 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

高圧発電機車 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラグ盤電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～非常用高圧母線Ｃ

系及びＤ系電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ２コントロ

ールセンタ電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ２コントロ

ールセンタ電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～ＳＡ１コントロー

ルセンタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

ホース 

タンクローリ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車によるＣ，Ｄ－

Ｍ／Ｃ受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用

メタクラ接続プラグ盤からの

電源確保」 

「高圧発電機車によるメタク

ラ切替盤を使用したＭ／Ｃ 

Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系電源確

保」 

「タンクローリから各機器等

への給油」 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池， 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 
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添付－２ 設置許可変更申請書 添付十 抜粋 

対応手段，対処設備，手順書一覧（３／５） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（蓄電池枯渇） 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

Ｂ－115V 系蓄電池※２ 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）※２ 

２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）※２ 

ＳＡ用 115V 系蓄電池※２

Ｂ－115V 系充電器 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ） 

２３０Ｖ系充電器（ＲＣＩＣ） 

ＳＡ用 115V 系充電器 

Ｂ－115V 系蓄電池及び充電器～直流母線電路 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び充電器～直流母

線電路 

２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）及び充電器～直流母

線電路 

ＳＡ用 115V 系蓄電池及び充電器～直流母線電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）

によるＢ－115V 系直流盤受

電」 

「充電器復旧，中央監視計器復

旧」 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（常設直流電源系統喪失） 

常
設
代
替
直
流
電
源
設

備
に
よ
る
給
電

ＳＡ用 115V 系蓄電池※２

ＳＡ用 115V 系充電器 

ＳＡ用 115V 系蓄電池及び充電器～直流母線電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＡ用 115V 系蓄電池による

Ｂ－115V 系直流盤受電」 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（蓄電池枯渇） 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

高圧発電機車 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ） 

ＳＡ用 115V 系充電器 

２３０Ｖ系充電器（常用） 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～直流母線電路 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～直流母線電路 

高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラグ盤電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～直流母線電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク

ホース

タンクローリ

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車によるＳＡ－

Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃ受電」 

「充電器復旧，中央監視計器復

旧」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用

メタクラ接続プラグ盤からの

電源確保」

「高圧発電機車によるメタク

ラ切替盤を使用した緊急用Ｍ

／Ｃ電源確保」

「高圧発電機車による直流電

源確保時の可搬ケーブルを使

用した中央制御室排風機電源

確保」

「タンクローリから各機器等

への給油」

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電

高圧発電機車 

直流給電車 115V 

直流給電車２３０Ｖ 

高圧発電機車～直流給電車～直流給電車接続プラ

グ収納箱（原子炉建物南側）電路 

直流給電車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～

直流母線電路 

高圧発電機車～直流給電車～直流給電車接続プラ

グ収納箱（廃棄物処理建物南側）電路 

直流給電車接続プラグ収納箱（廃棄物処理建物南

側）～直流母線電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク

ホース

タンクローリ

自
主
対
策
設
備

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「直流給電車による直流盤受

電」 

原子力災害対策手順書 

「直流給電車を使用した直流

盤電源確保」 

「タンクローリから各機器等

への給油」 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池，

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 
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添付－２ 設置許可変更申請書 添付十 抜粋 

対応手段，対処設備，手順書一覧（４／５） 

分類 
機能喪失を想定する設計基準

事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
直
流
電
源
確
保

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（蓄電池枯渇） 

号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
直
流
電
源
確
保

号炉間連絡ケーブル 

自
主
対
策
設
備

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「低圧電源融通」 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電

非常用所内電気設備 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電

緊急用メタクラ 

メタクラ切替盤

緊急用メタクラ接続プラグ盤

高圧発電機車接続プラグ収納箱

ＳＡロードセンタ

ＳＡ１コントロールセンタ

ＳＡ２コントロールセンタ

充電器電源切替盤

ＳＡ電源切替盤

重大事故操作盤

非常用高圧母線Ｃ系

非常用高圧母線Ｄ系

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによるＳＡ－Ｌ／Ｃ，

Ｃ／Ｃ受電」 

「主要弁の電源切替」 

「高圧発電機車によるＳＡ－

Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃ受電」 

原子力災害対策手順書 

「ガスタービン発電機の現場

起動による電源確保」 

「高圧発電機車による緊急用

メタクラ接続プラグ盤からの

電源確保」

「高圧発電機車によるメタク

ラ切替盤を使用した緊急用Ｍ

／Ｃ電源確保」

「タンクローリから各機器等

への給油」

非常用コントロールセンタ切替盤 

自
主
対
策
設
備

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
の
代
替
交
流
電
源
に
よ
る
給
電

非常用ディーゼル発電機 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

ガスタービン発電機 

ガスタービン発電機用サービスタンク 

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 

ガスタービン発電機用燃料移送系 配管・弁 

ガスタービン発電機～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ

系電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ１

コントロールセンタ電路

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ２

コントロールセンタ電路

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収

納箱（原子炉建物西側）電路

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～原子炉補機代替冷却系電路

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収

納箱（原子炉建物南側）電路

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～原子炉補機代替冷却系電路

ガスタービン発電機用軽油タンク

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによるＣ，Ｄ－Ｍ／Ｃ

受電」 

原子力災害対策手順書 

「ガスタービン発電機の現場

起動による電源確保」 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池，

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 
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添付－２ 設置許可変更申請書 添付十 抜粋 

 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（５／５） 

分類 
機能喪失を想定する設計基準

事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
の
代
替
交
流
電
源
に
よ
る
給
電 

非常用ディーゼル発電機 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機 

に
よ
る
給
電 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料デイタ

ンク 

高圧炉心スプレイ補機冷却系（高圧炉心スプレイ補

機海水系を含む。）※１ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送ポ

ンプ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送系

配管・弁 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＣＳ－ＤＥＧによる 

Ｃ，Ｄ－Ｍ／Ｃ受電」 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～非常用高

圧母線ＨＰＣＳ系～常用高圧母線Ａ系～非常用高

圧母線Ｃ系電路 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～非常用高

圧母線ＨＰＣＳ系～常用高圧母線Ａ系～常用高圧

母線Ｂ系～非常用高圧母線Ｄ系電路 

自
主
対
策
設
備 

号
炉
間
電
力
融
通 

電
気
設
備
に
よ
る
給
電 

号炉間電力融通ケーブル（常設） 

号炉間電力融通ケーブル（常設）～常用高圧母線Ａ

系～非常用高圧母線Ｃ系電路 

号炉間電力融通ケーブル（常設）～常用高圧母線Ｂ

系～非常用高圧母線Ｄ系電路 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型） 

号炉間電力融通ケーブル（可搬型）～非常用高圧母

線Ｃ系及びＤ系電路 

自
主
対
策
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「号炉間融通による Ｃ，Ｄ－

Ｍ／Ｃ受電」 

原子力災害対策手順書 

「号炉間電力融通ケーブルを

使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ

／Ｃ Ｄ系電源確保」 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

高圧発電機車 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原

子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラグ盤電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～非常用高圧母線Ｃ

系及びＤ系電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ２コントロ

ールセンタ電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ２コントロ

ールセンタ電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～ＳＡ１コントロー

ルセンタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

ホース 

タンクローリ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車によるＣ，Ｄ－

Ｍ／Ｃ受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用

メタクラ接続プラグ盤からの

電源確保」 

「高圧発電機車によるメタク

ラ切替盤を使用したＭ／Ｃ 

Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系電源確

保」 

「タンクローリから各機器等

への給油」 

燃
料
の
補
給 

― 

燃
料
補
給
設
備 

に
よ
る
給
油 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンク 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タ

ンク 

ホース 

タンクローリ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「軽油タンク等を使用したタ

ンクローリへの燃料積載」 

「タンクローリから各機器等

への給油」 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池， 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び２３０Ｖ系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要の動作である。 
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添付－３ 設計及び工事計画認可申請書 抜粋 
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添付－３ 設計及び工事計画認可申請書 抜粋 
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添付－３ 設計及び工事計画認可申請書 抜粋 
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添付－３ 設計及び工事計画認可申請書 抜粋 
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添付－３ 設計及び工事計画認可申請書 抜粋 
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添付－３ 設計及び工事計画認可申請書 抜粋 
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